
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木下小のみなさんと保護者の方へ 

 

9 月号 
令和３年９月１０日 

木下小学校 保健室 

けがを予防しよう 

 

９月の保健目標 

 

 

 新学期になって、久しぶりにたくさんの子ども達に会えて、それだけで本当にう

れしく思いました。子ども達一人一人には、どの子にも『いてくれるだけで周りの

人を喜ばせる力があるのだ』と、自信をもって生活をしてほしいと思っています。 

今週に入って運動会の練習が始まりました。グランドでタイムを計ったり、体育

館で表現の練習をしたり・・・。今年もコロナ対策のため、例年通りとはいきませ

ん。でもその中で、子供たちが満足のいく、心に残る運動会になるように応援した

いと思っています。 

  

 

小学生の子ども達は、少し高いところや、ちょっと危ないところが大好きです。それは、体の中で神経系が発達している途中なの

で、とても自然なことです。でも、それが大きなけがにつながってしまったら・・・。とても残念なことになってしまいます。 

毎日の生活の中で、どんなことに気をつけたら良いか、考えてみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

夏休みが明けて、何人かの子ども達に｢夏休みはどうだった？｣と聞いてみま

した。例年だったら、｢楽しかった！｣という言葉の次に、止まらないほどたく

さんのお話をしてくれる子が何人もいます。しかし、今年も昨年に引き続き｢う

～ん・・・｣と答える子が大半でした。もちろん、身近な生活の中から新しい発

見をしたり、大好きなお料理をしたり、長期のお休みを満喫した子もいました。

どの家庭も、家族で｢命を守るための行動｣を続けていたのだと思います。 

 

現在、コロナウイルス感染者のほとんどがデルタ株に感染しています。ニュ

ース等でご存じの通り、『感染力の強さ』が今までの比ではないようです。飛沫

感染だけでなく、マイクロ飛沫感染の危険性も高まっているということです。

そのため、今まで以上に『換気』を意識した生活が大切です。 

感染力が強くなったといっても、体に入ってくる入り口は、目・鼻・口。こ

れは今までと何も変わりません。私たちは、昨年１年間でたくさんの予防対策

を身につけました。学校では 9 月 1 日には各クラスでそのことを確認しまし

た。 

ご家庭のご協力により、子ども達の不織布マスクの使用率が上がっていま

す。今は涼しいですが、この後また暑くなるそうですので、そのあたりも考慮

しながら、場合によりマスクの素材や使用のしかたも工夫していかなければな

りません。 

また、毎日実施していただいている健康観察カード。お忙しいと思いますが、

是非土日の記入もお願いします。もし陽性になった時に、｢症状の出始めた日

がいつなのか｣がとても大切になります。感染力は症状が出る 2 日前からある

そうです。 

現在、お子さん本人はもちろん、家族や関わりのあった人の健康不良等、少

しでも感染の可能性があるときには、登校を控えていただいております。それ

らはすべて出席停止の扱いとないますので、引き続きご協力をお願いします。 

 

 

  

 

 

 

 

朝ごはんをしっかり食べて うんちを出してすっきりと くつのサイズは大丈夫？ 

湯船につかれば疲れも取れます 毎日水筒を忘れずに 
手足の爪も短くね。 

明日に備えておやすみなさい。 

大丈夫ですか？ 


